
　(1)外国語の音声や語彙、表現、文法、言語の働きなどを理解するとともに、これらの知識を、聞
　　 くこと、読むこと、話すこと、書くことによる実際のコミュニケーションにおいて活用できる
     技能を身に付けるようにする。
　(2)コミュニケーションを行う目的や場面、状況などに応じて、日常的な話題や社会的な話題につ
　　 いて、外国語で簡単な情報や考えなどを理解したり、これらを活用して表現したり伝え合った
　　 りすることができる力を養う。
　(3)外国語の背景にある文化に対する理解を深め、聞き手、読み手、話し手、書き手に配慮しなが
　　 ら、主体的に外国語を用いてコミュニケーションを図ろうとする態度を養う。
　(4)１年次の学習内容を振り返り、４技能（聞く・話す・読む・書く）の基礎をバランスよく養
　　 う。

２年 時間数 ５ /　週

使用教科書

副　教　材

・Here We Go!２（光村図書）

Ａ　ジョイフルワーク２（新学社）
Ｂ　中学Win Pass英語２年（文理社）
Ｃ　ニューリスニングプラスBook２（正進社）
Ｄ　整理と対策（明治図書）

教　科 外国語科　英語 学　年

学習の目標
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２学期 ３学期

S＋V＋C

Unit１

Unit３

You Can Do It!①「わが町観光プラン」

評価基準

各月における進度予定

・相手と積極的にコミュニケーション
  を図ろうとしているか。
・与えられた課題等に熱心に取り組め
  ているか。
・外国語の背景にある文化に対する理
  解を深めようと努めているか。

・日常的な話題や社会的な話題に関し
  て聞いたり読んだりしたことについ
  て、事実や自分の考えや気持ちなど
  を、適切に表現しているか。

・学習した言語材料の特徴やきまりを
　正しく理解しているか。
・日常的な話題や社会的な話題に関し
　て聞いたり読んだりしたことについ
　て、事実や自分の考え、気持ちなど
　を簡単な語句や文を用いて伝え合う
　技能を身につけているか。

知識・技能 思考・判断・表現 主体的に学習に取り組む態度

評価の仕方
・定期試験及び授業や作業（ペアワークやワークシート）への取り組み
・小テストや課題

単　　　　　元 １学期

You Can Do It!②「誰もが楽しめるイベントを提案しよう」

教科書

未来を表すbe going to

未来を表すwill

接続詞if 

There is[are] ～

Unit２ to不定詞(名詞的用法)

接続詞that

S＋V＋O＋O

to不定詞(形容詞的用法）

Unit５

Unit４

接続詞when

動名詞

過去形の復習

You Can Do It!③「かるたで地域のPRをしよう」

助動詞must

助動詞have to

It's ～ (for us) to

Unit８

want＋人＋to不定詞

S＋V＋O＋C

受け身を表す文

Unit７

比較級(-er), 最上級(the -est)

比較級(more)，最上級(the most)

as ～ as …

Unit６

to不定詞（副詞的用法）

接続詞because

感情を表す形容詞＋to不定詞


